
ルドルフ・シュタイナー（1861-1925）の最晩年、1924年

の活動は、81回にも及ぶ講演［カルマ的関連の秘教的考察］

に止まらない。1908年から設計を開始し20年に未完なが

ら開館した木俗建築の第1ゲーテアヌムは、放火によって

消失（1922年12月31日）。シュタイナーは直ちに再建に

むけ粘土模型を制作に取りかかった。また、音楽オイリュ

トミー講座をはじめとして、治療教育講座、言語オイリュ

トミー講座、農業講座など、さらにキリスト者共同体のた

めにも助言を惜しまなかった。本書はドイツ語全集版（第

5巻 GA239）に収められた、プラハ講演（1924年3月

29日～4月5日）の全訳である。

訳者　丹羽敏雄 Toshio Niwa

京都大学理学部において数学を専攻。大学時代、ゲーテに出会い大き

な影響を受ける。30代半ばシュタイナーの人智学に出会う。

数学の研究・教育の傍ら、オイリュトミーに熱中。人智学をドイツ、

イギリスなどで学ぶ。現在、ゲーテ・シュタイナー的科学、バイオグ

ラフィー・ワーク、占星学、カバラを研究。バイオグラフィーワーカ

ーズ・ジュピター会員。理学博士、津田塾大学名誉教授。

関連著書『やさしい占星術』、『星々と木々』、『シュタイナーの老年学』、

『シュタイナーの人年学』、『百合と薔薇』、『沈黙のコスモロジー』他。

訳書『境域に立つ I・II 』、『植物への新しいまなざし』、『エーテルと生

命力』、『魂の救済』、『アントロポゾフィーの礎』、『人間と大地におけ

る惑星の作用と生命プロセス』、、『カルマ認識と霊的・宗教的人生

への衝動』

新刊書　2021年12月22日発行

A5版フランス装　本文128頁　

ISBN978-4-903865-49-2
定価2530円（本体価格2300円＋税）

●目次より

訳者による序文

Ⅰ　プラハにおける4回の講演

第1講演　プラハ　1924年3月29日

第2講演　プラハ　1924年3月30日

第3講演　プラハ　1924年3月31日

第4講演　プラハ　1924年4月5日

Ⅱ　カルマ論を通して人生と人間の本質を探る
―月のカルマと太陽のカルマの間にある人生とヒエラルキー存在―（訳者による解説）

Erstes Goetheanum


